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業績予想の修正、営業外費用及び特別損失の計上について 
 

 最近の業績動向等を踏まえ、平成21年11月２日に公表した平成22年３月期（平成21年４月１日から平成22

年３月31日）の連結業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

また、平成22年３月期第３四半期（平成21年４月１日から平成21年12月31日）において、下記の営業外費

用（連結）及び特別損失（単体）を計上しますので、併せてお知らせいたします。 

 

記 

１．平成22年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成21年４月１日～平成22年３月31日） 

（金額の単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(Ａ) 1,300,000 25,000 10,000 0 0.00

今回発表予想(Ｂ) 1,350,000 40,000 8,000 △10,000 △7.15

増減額(Ｂ－Ａ) 50,000 15,000 △2,000 △10,000 

増減率(％) 3.8 60.0 △20.0 － 

(ご参考)前期実績 

(平成21年３月期) 
1,471,561 36,006 20,522 △16,326 △11.66

 

 

２．修正の理由 

昨年４月よりスタートさせた新たな中期経営課題“プロジェクトＩＴ－Ⅱ(Innovation TORAY Ⅱ)”の下で、

徹底的なコスト削減や拡販による数量拡大をはじめとする収益改善の取り組みを進めていること等から、営業

利益は、ライフサイエンスその他以外の全事業セグメントにおいて、前回発表予想を上回る見込みです。 

一方、経常利益及び当期純利益では、下記営業外費用の計上を主因に前回発表予想を下回る見込みです。 

 

３．営業外費用の計上（連結） 

市況悪化による販売価格の大幅下落に伴い収益が悪化した国内関連会社において、固定資産の減損損失を

計上すること等により、持分法による投資損失が１７７億円発生します。 

 



４．特別損失の計上（単体） 

上記関連会社に加え、厳しい事業環境を背景に収益回復の遅れている海外繊維子会社（東麗合成繊維(南通)

有限公司）においても固定資産の減損処理を実施します。これに伴う当該子会社及び上記関連会社への投資評

価損を主因に単体で関係会社事業損失を２９９億円計上します。 

 

（注）上記の業績予想は、本資料の発表日現在における将来の経済環境予想等の前提に基づいて作成したものであり、

実際の業績は、今後種々の要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

以 上 


